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『mundi』（ムンディ）はラテン語で
“世界”。本誌は、開発途上国の
現状や、現場で活躍する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

mundi

コソボの第二の都市プリズレンで、ごみ
収集業務を担う「エコリージョン公社」の
職員たち（写真 ： 阿部雄介）。

柴 宜弘（しば・のぶひろ）
城西国際大学大学院国際アドミニストレーション研究科・特任教授、東京大学名誉
教授。1946年、東京生まれ。早稲田大学大学院博士課程修了。1975～77年にベ
オグラード大学留学。東京大学大学院総合文化研究科教授を経て、2010～14年
にECPD国連平和大学（ベオグラード）客員教授。著書に『ユーゴスラヴィア現代史』
（岩波新書）、『図説バルカンの歴史（増補４訂新装版）』（河出書房新社）など。

　
E
C
P
D
の
支
部
は
コ
ソ
ボ
第
二
の
都
市
で
あ
る
古
都
プ
リ
ズ
レ

ン
に
置
か
れ
て
い
て
、
こ
こ
で
10
人
ほ
ど
の
ア
ル
バ
ニ
ア
人
の
院
生

を
相
手
に
集
中
講
義
を
行
っ
た
。
院
生
は
み
な
社
会
人
で
、
そ
の
中

に
国
連
コ
ソ
ボ
暫
定
行
政
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
U
N
M
I
K
）
に
勤
務
す

る
ア
ル
バ
ニ
ア
人
が
い
た
。
彼
の
講
義
後
の
レ
ポ
ー
ト
に
は
、
コ
ソ

ボ
紛
争
（
98
〜
99
年
）
前
の
少
年
時
代
に
祖
父
か
ら
聞
か
さ
れ
た
セ

ル
ビ
ア
人
へ
の
不
信
感
と
、
遊
び
仲
間
で
あ
る
セ
ル
ビ
ア
人
の
親
友

に
ま
つ
わ
る
自
分
自
身
の
楽
し
い
思
い
出
が
書
か
れ
て
い
た
。
内
容

は
、
憎
し
み
や
不
信
だ
け
を
語
り
継
ぐ
の
で
は
な
く
、
両
民
族
間
の

信
頼
の
回
復
と
そ
の
た
め
の
平
和
教
育
こ
そ
重
要
だ
と
主
張
す
る
感

動
的
な
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
地
域
の
発
展
に
は
観
光
促
進
も
重
要
で
、
西
バ
ル
カ
ン
6
か

国
に
よ
る
地
域
協
力
は
不
可
欠
で
あ
る
。
E
U
に
い
ち
早
く
加
盟
し

た
ス
ロ
ベ
ニ
ア
と
、
西
バ
ル
カ
ン
地
域
の
一
国
だ
っ
た
が
13
年
に

E
U
に
加
盟
し
た
ク
ロ
ア
チ
ア
が
主
導
す
る
「
ブ
ル
ド
・
ブ
リ
ユ
ニ
・

プ
ロ
セ
ス＊

」
が
始
ま
っ
て
い
る
。
19
年
5
月
に
は
、
ア
ル
バ
ニ
ア
の

首
都
テ
ィ
ラ
ナ
で
6
か
国
の
年
次
首
脳
会
議
が
開
か
れ
て
お
り
、
観

光
に
利
用
す
る
道
路
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

対
立
の
記
憶
と
共
生
の
努
力
が
入
り
混
じ
る
多
様
な
〝
最
初
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
〞
の
魅
力
を
実
感
す
る
に
は
、
や
は
り
現
地
に
足
を
運
ぶ
の

が
一
番
だ
。
ビ
ザ
ン
ツ
や
オ
ス
マ
ン
の
文
化
遺
産
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、な
ん
と
い
っ
て
も
、ア
ド
リ
ア
海
の
美
し
さ
や
バ
ル
カ
ン
の
山
々

の
豊
か
な
自
然
に
は
誰
し
も
が
圧
倒
さ
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

　
バ
ル
カ
ン
半
島
西
側
の
6
か
国
か
ら
な
る
帯
状
の
一
帯
が
、
西
バ

ル
カ
ン
地
域
と
呼
ば
れ
る
。
欧
州
連
合
（
E
U
）
の
統
合
過
程
か
ら

取
り
残
さ
れ
て
し
ま
っ
た
地
域
で
あ
り
、〝
最
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〞

と
も
称
さ
れ
る
。
し
か
し
、
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ

ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
、
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
コ
ソ
ボ
、
北
マ
ケ

ド
ニ
ア
の
5
か
国
と
ア
ル
バ
ニ
ア
か
ら
な
る
こ
の
地
域
に
生
き
る

人
々
に
と
っ
て
は
、
こ
こ
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
明
発
祥
の
地
域
で
あ
り
、

〝
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〞
と
の
意
識
が
強
い
。

　
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
の
5
か
国
に
は
1
9
9
0
年
代
の
紛
争
の
イ

メ
ー
ジ
が
強
烈
で
、
い
ま
で
も
多
く
の
人
は
、
こ
の
地
域
は
〝
危
険

地
域
〞
と
い
う
思
い
込
み
か
ら
抜
け
き
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
。
日
本

の
本
州
の
面
積
よ
り
狭
い
地
域
に
6
か
国
が
隣
接
し
て
お
り
、
民
族
、

言
語
、
宗
教
が
複
雑
に
絡
ま
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た
複
雑
さ
が
原
因

と
な
っ
て
紛
争
が
引
き
起
こ
さ
れ
、
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争
も
そ
の

延
長
線
上
に
あ
っ
た
と
説
明
さ
れ
る
と
、
わ
か
っ
た
よ
う
な
気
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　
し
か
し
、
こ
の
地
域
の
紛
争
は
複
雑
さ
に
起
因
す
る
の
で
は
な
く
、

そ
れ
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
外
部
勢
力
や
内
部
の
政
治
勢
力
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。
長
い
歴
史
を
概
観
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、

こ
の
地
域
の
人
々
は
お
た
が
い
の
違
い
を
認
め
合
い
、
知
恵
を
働
か

せ
て
共
生
し
て
き
た
。
複
雑
さ
と
は
多
様
性
と
言
い
換
え
て
も
よ
い

だ
ろ
う
。
人
々
は
む
し
ろ
そ
の
多
様
性
を
ば
ね
に
し
て
、
引
き
起
こ

さ
れ
た
対
立
を
乗
り
越
え
て
き
た
。

　
コ
ソ
ボ
で
の
私
の
体
験
も
そ
の
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
数
年
前
に

私
は
ベ
オ
グ
ラ
ー
ド
に
本
部
を
置
く
E
C
P
D
（
平
和
と
開
発
の
た

め
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
セ
ン
タ
ー
）
内
の
国
連
平
和
大
学
（
本
部
は
コ

ス
タ
リ
カ
）
で
教
え
た
こ
と
が
あ
る
。
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
時
代
の

85
年
に
創
設
さ
れ
た
E
C
P
D
は
、
現
在
も
こ
の
地
域
の
平
和
と
安

定
を
目
指
し
て
、
主
と
し
て
大
学
院
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
私
が
講

義
を
す
る
機
会
に
恵
ま
れ
た
テ
ー
マ
は
「
平
和
研
究
と
人
間
の
安
全

保
障
」
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

イラスト◦中村知史

プ
ロ
ロ
ー
グ
Vol.  14

〝
最
初
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
〞

 

　
　
　    

へ
の
誘
い

文
◦
柴 

宜
弘

＊
ブ
ル
ド
は
ス
ロ
ベ
ニ
ア
の
ク
ラ
ニ
近
郊
の
町
、ブ
リ
ユ
ニ
は
ク
ロ
ア
チ
ア
の
ア
ド
リ
ア
海
沿
岸
の
島
。両

国
の
会
議
開
催
地
の
名
を
付
し
た「
ブ
ル
ド
・
ブ
リ
ユ
ニ・
プ
ロ
セ
ス
」
は
2
0
1
0
年
に
始
ま
り
、

2
0
1
5
年
か
ら
は
首
脳
会
議
も
行
わ
れ
て
い
る
。
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